
「東日本大震災からの復興を考える」

■お問合せ先：関西学院大学大阪梅田キャンパス事務室

TEL：06-6485-5611 E-mail：

 

kghub@kwansei.ac.jp

【個人情報の取り扱いについて】
講演会お申し込みにあたり、お知らせいただいた個人情報は、来場者の統計的分析や今後関西学院大学大阪梅田キャンパスからのお知らせをお送りする際にのみ利用い

 

たします。もし、こちらからのお知らせが御不要な方はその旨御連絡下さい。

【主催】関西学院同窓会西日本センター、関西学院大学大阪梅田キャンパス

関西学院大学

 

梅田講演会

 

10/26【金】 無料

講師： 室﨑 益輝

（専門；都市減災戦略、防火避難計画、防犯環境設計

 

）

む ろ さ き

 

よ し て る

関西学院大学

 

総合政策学部

 

教授

1944年生まれ。69年、京都大学大学院修了。95年の阪神・淡路大震災のときは神戸大

 

教授として、地域の被害状況や防災対策について調査した。消防庁消防研究センター

 

所長を経て2008年から現職。東日本大震災の被災地にも足を運び、被災地と政府や行

 

政を繋ぐ復興支援を目指す。日本災害復興学会会長も務める。

東日本大震災の復興が遅々として進んでいない。復興を阻むものとして、ビジョンの壁、制度の壁、財源の壁、人材の壁、時

 

間の壁がある。そして何よりもコミュニテイの壁が立ちふさがっている。ここでは、こうした壁の現実を実態に即して分析する中

 

から、これからのあるべき復興の方向性を明らかにしようと思う。災害は、その時代や社会の持つひずみを顕在化する。それ

 

故に、復興ではそのひずみに向き合って、社会変革をはかることが余儀なくされる。防災という狭い領域で復興を考えるので

 

なく、社会全体のあり方を考える広い視野で復興を考えなければならない。復興の本来のあり方にも触れて、東日本大震災か

 

らの復興を展望する。

■お申し込み方法：

 

ホームページもしくはFAXにてお申し込みください。

ホームページからのお申込方法
大阪梅田キャンパスHP（http://www.kwansei.ac.jp/kg_hub/）
「講座・講演会（梅田講演会）」ページへアクセスいただき、申込フォームに必要事項を

 

入力し、送信してください。

FAXでのお申込方法
氏名、ふりがな、〒・住所、TEL・FAX、E-mailアドレス、卒業生の方は卒業年・学部、希

 

望講演会日を明記の上、大阪梅田キャンパス宛（FAX：06-6485-5612）にお申し込みく

 

ださい。
受付が完了次第、事務局よりお申込番号をお送りいたします。

■日 時：

 

2012年

 

１０月２６日（金）１０月２６日（金）

 

19：00～20：30 （受付開始18：30～）

■場 所：

 

関西学院大学大阪梅田キャンパス

 

１００４教室

 

（〒530-0013 大阪市北区茶屋町19-19 アプローズタワー10F)

■定 員：

 

80名

 

（先着順）

 

※座席に限りがございますので、お早めにお申し込み下さい。
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